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〇DX・GXの推進について

 各事業によって、DX・GXの位置づけにばらつきがあり、DX・GXを

推進する意義を整理した方がよい。また、DX・GXの数値目標の追加を

検討してもよいのではないか。（宇野委員）

 DX・GXの推進は、経営方針・数値目標の達成に向けた取組の強化や、地域貢献する

ための手段として位置付けます。

 各々の推進意義は以下のとおり整理し、「第４章全事業共通＞経営課題と新規事業の

展開」に記載します。

〔DX推進の意義〕

 ・業務効率化／高度化

 ・競争優位性／利用者満足度の向上

〔GX推進の意義〕

 ・再生可能エネルギー拡大

 ・省エネ・排出削減（≒効率的な運営）

 

 各事業における個別のDX・GXの取組内容については、DX・GXの推進意義に合致す

る経営方針の中の取組として、「第３章事業別経営計画＞４経営方針と主な取組」に記

載することといたします。
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〇数値目標について

 渋川工業用水の浄水処理能力の耐震化率の考え方について、すべての

耐震化の工程が完了しない限り０％となるようだが、数値目標なので、

進捗がわかる数値で示した方がよいと思う。（櫻澤委員）

以下のとおり修正いたします。
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〇数値目標について

 板倉ニュータウングリーンブロックの分譲開始区画数が目標となって

いるが、民間視点だと造成面積よりはどれだけ販売できたかが、本来の

数値目標となると思うがいかがか？販売が目標にないと誰も検証できな

い。その点が懸念される。（赤尾委員）

以下のとおり修正いたします。

Ｒ７第１回会議（R7.8.29）での「委員からの主な意見」とそれに対する回答内容

委員からの主な意見 回答内容


